
DRAGON-FLIES 

I 

ONE of the old names of Japan is 

Akitsushima, meaning " The 
Island of the Dragon-fly," and 
written with the character repre-
sen ting a dragon-fly, ―which 
insect, · now called tombo, was 

anciently called Akitsu. Perhaps this name Akitsu-­
sbima, " Island of the Dragon-fly, ' ' was phonetically 

s·uggested by a still older name for Japan, also pro­
nounced Akitsushima, but '\vritten with different 
characters, and signifying ' ' The Land of Rich Har­

vests. ' ' �However this may be, there is a tradition 
that tbe E1nperor Jimmu, some twenty-six hundred 

years ago, ascended a mountain to gaze over the 
province of Yamato, and observed to those who 
acco1npanied him that the configuration of the land 
was like a dragon-fly lie.king its tail. Because of this 
a.ugust observation the province of Yatnato came to 

be known as the Land of the Dragon-fly ; and even­
tually the name '\Vas extended to the whole island. 

1\nd the Dragon-fly remains an emblem of the Empire 
eve11 to this cla.J· .. 



蜻 蛉

一

H
本の古名 の 一つは ア キ ツ シ マ と い ふの

で、 こ れは『蜻艇の洲』 と いふ意味で、

蜻蛉 と いふ意義 の文字で 書 き 現 は さ

れて居 る 。 こ の虫 は 、 今は ト ム ボ と い

つて居 るが ｀ 古代に 於て は ア キ ツ と

呼んだ も ので あ る 。 思ふ に 、 こ の ア キ ツ シ マ即 ち『蜻挺洲』

といふ名 は 、 同 じ く ア キ ツ シ マ と褻昔は す るが 、 異 つた文

字 を 用 ひ て書 き現は さ れて 、 『豊穣な 國』 と いふ 意味 を 有

った 、 な ほ ー屑古 る い 日 本の 稲呼か ら して弊昔上恩ひ付

い た も ので あ ら う 。 それは 兎 も 角 、 約二千六百年前に 、

紳武帝が大和の 國 を 眺望 しに或 る 山へ 登 られて 、 國の形

蛸梃 の と な めせ る 1 に似 た り と 御附 の人逹に御述に なつ

た と いふ俯説が あ る 。 此御言葉が あ つた ので、 大和の國

は蜻挺洲 と 言はれる や う に な り 、 し ま ひ には此名が全土

に及ぶや う に なった。 そ して蜻蛉は 今 日 に至 る迄 も 依然

こ の帝國の記琥 と な って居 る 。

註 I .  さ な む さ lふ 雌雄互 に尾な 衡みて 輪に な って 飛ぶな い
ふ。
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In a literal sense, Japan. 'V\i?e11 deserves to 1Je 
called the Land of the Dragon-fly ; for, as Rein 
poetically declared , it is '' a true Eldorado to the 
neuroptera-fa11cier." Probably no other country of 
either temperate zone possesses so many kinds of 

dragon-flies ; and I doubt whether eve11 the tropics 

can produce any dragon-flies more curiously ... lJeautiful 
than some of the Japanese species. The most 
wonderful dragon-fly tl1at I ever saw was a Japanese 
Calepter_yx, which I captured last sum1ner in Shidzu­

ol{a. It vvas wbat the country-folk call a " black 

dragon-fly " ; but tbe color was really a rich deep 
purple. The long narro¥1 ,vings, velvety purple, 
see1ned―e-ven to touch—like the petals of some 

marvellous flower. The purple body, slender as a 
darning-needle, was decorated 、:vith dotted lines of 

dead gold. The head and thora.x were vivid gold­
green ; but the eyes were J>Ure globes of burnished 
gold . The legs were ft·inged on the inner side with 

indescribably delicate spines, set at right angles 
to the limb, like the teeth of a fairy-comb. So 
exquisite was the creature that I felt a kind of 

remorse for having disturbed it, —felt as if I had 
been 1neddling with something belonging to the 

‘‘’ . .._.,.-,.....,,,, 

註 r.  J. J. Rein. Japan さ 題せ ろ 好著あ り 。
2. Eldorado. 普通 El Dorado さ 綬 ろ 。 金銀財賽 に 富 め る 國

こ 想像 さ れ居 fこ る さ こ る 。 元来此語は 、 十五世紀頃、 南
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文字通 り の意味で 、 日 本は蛸挺の 國 と 呼ば れ る 債値 を
充分に 有つ て 居 る 。 と い ふ は 、 レ イ ン 1が詩的に逃べて居
る や う に 、 日 本は『脈翅類愛好者に は ま こ と の エ ル ド ラ ア

戸』だか ら で あ る 。 恐 ら く は南北雨濫帯の ど の 國 も 。 日
本ほ ど 多種類の蜻蛉 を 所持 し て は居 ま い。 ま た 畜 熱帯國
す ら も 日 本の種類の 或種の も の よ り ＂ も つ と 珍 ら し く 美
しい 蜻蛉 を 遣 り 得 る か ど う か 自分は 怪 しむ も ので あ る。
自分が こ れ ま で見た う ち で 一番驚嘆すべ き蜻蛉は 、 咋夏
静岡で 捕つた ー カ ロ プ テ リ ツ ク ス 3 で あつた。 土地の 人
は『黒 ト ン ボ』 と 呼んで居 る も ので あったが 'II そ の色 は貨
際は非常に濃い紫色 で あつた。 天鵞絨 の や う な 紫色 の �
そ の細長い 翅は—―ー躙つ て 見 て も 一ー不思議な 或 る 花の
花鶉の や う に 恩へた。 縫針の や う に 蚊細 い そ の紫色の眸
は光澤無 しの金の間直線の 装飾 を 有つて居つた。 頭 と 胸部
と は眼の覺 め る や う な 金 ピ カ の緑色で あ ったが 言 眼は磨
き を か け た金の球 そ つ く り で あ った。 脚は � 肢部に 直角
を 総 し て 、 丁度豆仙人 の櫛の姻の や う な 、 何ん と も 言ヘ
ぬ繊細 な棘が そ の 内側 を 緑取つ て 居た。 それは餘 り に微
妙 な も のだつたの で 、 そ の平和 を 胤 した こ と に 一稲の後
悔の 念 を 自分は覺 えー一紳界に局す る 者に要 ら ぬ 手出 し
を した や う に感 じ た程で あった。 ーーで 自分は 直 ぐ と そ
の と ま つて居た 灌木へ 返へ し て や つた。 … …. . .此の特殊

米の北方に 存在 す ろ や う 想像 さ れ 居 り し金銀 に 豊富 な ろ
Manoa さ い ふ 町 の主長の 名 な り し が、 後 ち 轄 じ て そ の 町
の 名 こ も 國 の 名 さ も な り し も の な り 。

3. Calepteryx. Calopteryx の 誤植。 draonflyg- の意。
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gods ; —and I quickly returned it to the shrub on 

which it had been reposing . .  …… .  This particular 

kind of dragon-fly is said to haunt only the neighbor­

hood of a clear stream near the town of Yaidzu. It 

is, however, but one of many lovely varieties.1 

But the more exquisite dragon-flies are infre­

quently seen ; and they seldom figure2 in Japanese 

Ii tera ture ; —and I can attempt to interest my reader 

only in the poetry and the folklore of dragon-flies, I 

propose to discourse of dragon-flies in the old­

fashioned Japanese way ; and the little that I have 

been able to learn upon the subject, —with the help 

of quaint books and of long-forgotten drawings, — 

mostly relates to the commoner species. 

But before treating of dragon-iiy literatu,re, it 

will be necessary to say something regarding dragon­

fly nomenclature.3 Old Japa11ese books profess to 

name about fifty kinds ; and the Chiifu-Zusetsu 

actually contains colored pictures of nearly that 

number of dragon-flies. But in these volumes several 

insects resembling dragon-flies are improperly classed 

with dragon-flies ; and in more than one case it 

would seem that different names have been given to 

the male and female of the same species,. On the 
一、”’• . ..-......,�....,,.-._-...........,...__,-、一--�

註 1 .  variety—subspecies ; subdivision of a species・ 墾種な り 。
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な蜻蛉は燒津町の近 く の 清流の附近だ け に棲 んで居 る と

い ふ と で あ る 。 然 し こ れは 多 く の可愛 ら しい 愛種の 一つ

た る に過 ぎぬので あ る 。

だが上述の も の よ り も つ と美妙た 蜻蛉は稀に 目 に す る

ど の あ る も ので あ る し 、 且つ 日 本文學に 出 て 来 る と は滅

多 に無い。 —それで 自分が 讀者の 興味 を 呼び 得 る の
はた ゞ 蜻梃の 詩歌 と 民衆側説 と の方面 に於て の みで あ
る 。 自 分は蜻挺の談論 を 古煎な 日 本流義で 試みた い の だ

が 。 自分が＿一奇妙な書 目 と 永 く 人 に忘 ら れて 居 る 圏粛
と の助 を 借 り て一一此題 目 に就い て 知 り 得た僅 少の知識
は 、 大半は 、 よ り 普通な種類に闘 して居 る ので あ る 。

だが蜻蛉文學 を 論逃す る前 に 、 蜻蛉の 名稲 に就い て少
し く 語 る 必要が あ ら う 。 古 い 日 本書は 五十種許 り の名 を
學げ よ う と す る 。 虫譜園説に は賓際 そ の敷に近い蜻蛉の
彩色条會が あ る ので あ る 。 然 し此書 に は 、 蜻蛉に似て居 る
虫 で 畜 不穏嘗 に も 蜻蛉の 部 に 入 れて あ る のが 敷 々 あ る 。
又 同 一種の雄 と 雌 と に異 つた名が奥へ られて居 る や う に
恩へ る例が 少 な か ら す あ る 。 之に反 して 、 異つた種類の
蜻蛉が四つ も 同 じ 普通名 を 有つて 居 る の を 自分は 姉つ て

_,__ _, -、_,...,_...... 

2. to figure—to show one's self; to be seen or prominent ; to 
take a part. 

3· 科學の 或 ろ 特種 の部門 に 専用せ ら ろ � technical terms 全

骰を意味す る e. t あ り 。 此虞 に て (1 names � い ふ程の意

な り 。
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other band I find as 1nany as four different varieties 

of dragon-fly bearing the same folk-name ! And in 

view of these facts I venture to think that the fol-­

lowing list will be found sufficiently complete : 一

I.-Mugiwara .. tombo (or simply, tombo), 

" Barley-straw Drago11-fly,"—so called because its 

body some,Nhat resembles in shape and color a 

lJarley-straw. —This is perhaps the most common of 

all the dragon-flies, and the first to make its appear .. 

ance. 

II. —Shiokara·-tombo, or Shio-tombo, ―" Salt-fish 

Dragon-fly,' ' or " Salt Dragon-fly,"-so called because 

the end of its tail looks as if it had bee11 dipped in 

salt. Shiokara is the name given to a preparation of 

fish preserved in salt. 

III. —I<ino-tombo, " Yellow Drag·on-fly."ーIt is 

not all yellow, but reddish, with yellow stripes and 

bands. 

IV. —Ao-tombo. Ao mea11s either blue or green ; 

and two different kinds of dragon-fly, —one green, 

and one metallic blue, —are called by this name. 

V. —Koshiaki-tombo, —' ' Shining Loins." The 

insect usually so called is black and yellow . 
.-

註 I . 學名 Orthetru111 japonicus. 
2. o/ ホ カ ラ ト ム 糾む 表藁蜻蛉の雄な り 。
·�. 墨名 Diplax croceola. 
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居 る 。 そ こ で如上の事質 を 眼 中 に 置い て居て 、 次記の 目

録は先づ完全な も の と 恩つ て よ か ら う と 自分は 敢て考へ

る の で あ る 。 一一

ー、 ム ギ ワ ラ ト ム ボ 1 (或は 箪 に ト ム ボ） 即 ち 変藁蜻挺

— そ の身罷が形 も 色 も 梢や変藁 に 似て 居 る の で斯の名

が あ る 。 ― こ れは多分蜻蛉の う ちで一番普通な も ので 、

且つ最 も早 く 現れ る も の で あ ら う 。

二、 シ ホ カ ラ ト ム 和或は シ ホ ト ム ボー一即 ち 、 甕辛蜻

蛉或は墜蜻蛉—尾の尖が 甕に浸つ て 居た や う な色 を し

て居 る の で斯の名が あ る 。 シ ホ カ ラ と は墜に 漬け られた

一種の 魚の食品 で あ る 。

三 畜 キ ノ ト ム ボ ll 3 即 ち 黄蜻蛉― ま つ黄では無 く 、 黄

色 い線や條の あ る赤味がかつた蜻蛉で あ る 。

四 、 ア ヲ ト ム ボ。4 ア ヲ と いふ 言葉 は 青 に も 緑 に も 使

ふ。 異つた二種類の蜻挺 を―一つは緑、 一つは金属質

の青いの を—此名 で呼んで居 る 。

五、 コ シ ア キ ト ム 却—腰明蜻蛉。 普通斯 く 呼ばれて

居 る蜻蛉は黒 と 黄 と の斑で あ る 。

4· 動物學上 に は 此名 無 L。

5 ・ 學名 Pseudothemis zonata. 虫譜圃説に は 、 之な 1' � サ マ

ト ム ギ こ も い ふ人あ り 、 さ あ り 。
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VI.-Tono-sa.ma.-tombo - '' August - Lord Dra-
gon-fly." Many different kinds of dragon-fly ... are 
called by this name, —probably on account of their 
beautiful colors. The name Koshiaki, 01● " Shining 
Loins," is likewise given to several varieties. 

VII.-Ko-mt1gi--tombo, " Wheat-straw Dragon­
fly."ーSomewhat smaller than the " Barley-straw 
dragon-fly. ' '  

VIII. —Tsumaguro-tombo, " Black--skirted (or 
" Black-hemmed ") Drago11-fly . ' '-Several kinds ·· of 
dragon-flies are thus called, because the edges of the 
wings are black or dark-red. 

IX.-Kuro-tombo, " Black Dragon-fly." As the 
word kuro 1neans either dark in color or black, it is 
not surprising to find this name gjven both to deep 
red and to deep purple · insects. 

X.-Karakasa--tombo, " Umbrella Dragon-fly. ' '  
The body of this creature is said to rese1nble, both i11 

form �and i11 color, a closed umbrella of the kind 
known as karakasa, made of split bamboo covered 
with thick oil-paper. 

XI. —Cho-tombo, ―" Butterfly Dragon - fly." 
Several varieties of dragon-fly are thus called, —ap­
parently because of wing-markings like those of 
moths or butterflies. 

註 I .  學名 未詳。 腰 自 L。 キ ノ ト ム 米の一髪種か。
2. 参藻蜻蛉の 一菱種か。 動物學上 こ の名 無 さ や う な り 。
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六 、 ト ノ サマ ト ム 却ーー殿様蜻蛉。 恐 ら く そ の色が美

しいが為 め で あ ら う が 、 種類の 異 つた澤山 の蜻蛉 を 此名

で呼んで居 る 。 コ シ ア キ即 ち腰明 と い ふ名 も 、 それ と 同

様、 種々 な菱種の数々 に典へ ら れて居 る 。

七 畜
コ ム ギ ト ム ボ , 2 即 ち小変蜻蛉。 ー一変藁蜻蛉 よ り

か少 し小 さ い。

八 、 ツ マ グ ロ ト ム ボ 、 3 即 ち棲黒蜻蛉。 翅の端が黒いか

又は濃い赤い色かな ので 、 斯 う 呼ば れて居 る 蜻蛉で種類

の異つて る のが あ る 。

九 、 ク ロ ト ム ボ、 4 即 ち 黒蛸蛉。 ク ロ と いふ語は色 の濃

い意味に も 黒い意味に も 用 ひ る か ら 、 濃紅色の蜻蛉に も

濃紫色の蜻蛉に も 此名が 輿へ ら れて居 る の は 不恩議で は

無い。

+ 、 カ ラ カ サ ト ム ボ5 、 即 ち 傘蜻蛉。 こ の蜻蛉 の 身罷

は 、 形 も 色 も 、 細かに割つた竹で骨組が出来て居て 畜 そ

れへ厚い 油紙 を 張つた カ ラ カ サ と いふ 傘 を すぼ め た の に

似て居 る と い ふ ど で あ る 。

十一 畜 テ フ ト ム ボ 、 6ー一蝶蜻蛉。 見た と こ ろ 翅の 模様

が蛾か蝶の翅模様に 似て 居 る ので 、 それで こ の名 を 有つ

て 居 る 蜻蛉で種類の異つ て居 る のが あ る 。

3. 殿様蜻蛉の翅の 尖端の 黒 き も の 。
4• 5 ·  學名 不詳。
6. 學名 Rhyothe1nis fuliginosus・ 全身淡黒に して翅の先 自 L

さ 虫譜圏説l埠じ る せ り 。
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XII. —Sh齊tombo. A bright-red clragon-fiy is 

so na1ned, simply because of its tint. —In the zoolog• 

ical mythology of China and Japan, the Shojo 

figures as a being less than human, but more than 

animal, —in appearance resembling a stout boy with 

long crimson hair. From this crimson hair it was 

alleged that a wonderful red dye could be extracted. 

The Shojo was supposed to be very fond of sake ; 

and in Japanese art the creature is comn1only repre­

sented as dancing about a sake-vessel . 

XIII.-Haguro-tombo, ' ' Black-winged Dragon­

fly." 

XIV. —Oni-yamma, " Demor Dragon-fly." This 

is the largest of all the J a paneぷe dragon-flies. It is 

rather unpleasantly colored ; the body being black, 

with bright yellow bands and stripes. 

XV.-Ki-yamma, " Goblin-Dragon如fly." Also 

called Ki-Emma., —" Emma, '1 or " Yemma," being the 

name of the Kin-g of Death and Judge of Souls. 

XVI. —Shoryo-tombo, " The Dragon-fly . of the 

Ancestral Spirits. ' ' This appellation, as well as 

another of kindred meaning, —" Shorai-ton1bo, or 

" Dragon.fly of the Dead,"―would appear, so far as I 

eould learn, to be given to many lcinds of dragon-fly . 

..._____.. 

註 J .  學名 Crocothemis servillia. 
2・ 學名不詳 .)
3・ 學名 Anotogaster Sieboldii. -Jr ポ ヤ マ ト ム ＊ さ も いふ。
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+=、 シ ャ ウ ジ ャ ウ ト ム ボ。 1 鮮やかな赤い色の或 る 蜻

蛉 を 斯 う 呼ん で居 る 。 色が赤い ので此名が あ る ので あ る 。

支那及び 日 本の 動物神話 に於て 畜 シ ャ ウ ジ ャ ウ と い ふ の

は 、 人間以下の も のでは あ る が 、 動物以上の も ので o ―­

姿 を い ふ ら 深紅な長い髪 を 生や した 、 頑丈 な子供の や う

で あ る 。 こ の深紅な 髪毛か ら 不思議な赤の染料が と れ る

と 言はれて居 る 。 此の 狸々 は 非常 に酒が 好 き だ と 想像 さ

れて 居 る 。 そ して 日 本の美術で は此の 動物は酒壺 の あ た

り で踊つ て居 る 虚 を 普通は 見せて あ る 。

十三 、 ハ グ ロ ト ム ボ ぐ 即 ち ．笏黒蜻蛉。

十四 、 オ ニ ヤ ム マ 、 3 即 ち鬼 ヤ ム マ 。 日 本の蜻蛉の う ち

で一番大 き な も ので あ る 。 どっ ち か と い ふ と 不快 な 色 を

し て 居 る 。 身骰は 黒 く て 、 あ ざやかな 黄色 い條が あ る 。

十五、 キ ヤ ム マ ぐ 即 ち鬼 ヤ ム マ 。 キ エ ム マ と も い ふ。

エ ム マ と いふは死界の王で簸魂の審判者で あ る 。

十六、 シ ャ ウ リ ヤ ウ ト ム ボ、 5 即 ち梢霙蜻蛉。 此名 は 、

似 よ つた意味の 、 も 一つの名 ＂ シ ャ ウ ラ イ 蜻蛉 と 共 に �

自 分 の知つ て 居 る と こ ろ では 畜 多 く の 種類の蜻蛉に奥へ

ら れて 居 る や う で あ る 。
·� 、タ ヽ,,.,,,_...._,,,_._, 

4・ キ ヤ ム マ l1 鬼 （ き ） ヤ ム マ に 非す、 黄や む ま な り 。 キ ト ム
-M �  い 、 ひ 、 黄色 に て 、 翅 も :;久 黄、 大小の 黒盟↓翅 に あ
り 。 學名 不詳。

5· 言海に 捩れ ば キ ヤ ム マ こ、 同 一物 ら し 。 梢露祭頃 に 出 る故
期の 名 あ る ら し。
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XVII.-Yiirei - tombo, ― " Ghost Dragon-fly." 
Various creatures are called by this name, —which I 
thought especially appropriate in the case of one 
beautiful Calepteryx, whose sou·ndless black flitting 
might ,vell be mistaken for the motion of a shadow, 
—the shadow of a dragon-fly. Indeed this appella­
tion for the black insect must have been intended to 
suggest the pri 1n itive idea of shadow as ghost. 

XVIII.-Kane-tsuke-tombo, or Ohaguro-tombo. 
Either name refers to the preparation for1r1erly used 
to blacken the teeth of married women, and n1ight 
be 「reely rendered as " Tooth-blackening Dragon_ 

fly." 0-haguro (" honorable tooth-blackening ") or 
Kane, were the terms by . which the tooth-staining 
infusion was commonly known. Kane wo tsukeru 
signified to apply, or, more literally, to wear the 
stuff : thus the appellation Kane-tsuke-tombo 1night 
be interpreted as " the Kane-stained Dragon-fly." 
The wings of the insect are half-black, and look as if 
they had been partly dipped in ink. Another and 
equally picturesque name for the creature is Kる�a,
" the Dyer." 

XIX. —Ta-no-Kami-tombo, " Dragon-fly of the 
God of Rice-fields." This appellation bas been given 
to an insect variegated with red and yellow. 

·"—、v-、�-----

註 I.  動物學上 に は此名 無 Le

2・ 學名 Calopteryx atrata. 

｀ 
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十七 、 ユ ウ レ イ ト ム ボ ＇ 一幽震蜻蛉。 種 々 な蜻蛉が こ

の 名で 呼ば れて 居 る 。 或 る 美 しい カ ロ プ テ リ ッ ク ス で 、

そ の昔無 しに黒 く 飛ぶ のが 影の動 く が 如 く に 蜻蛉の

影の動 く が 如 く に一一思ひ 誤 ら る ＾ や う な 一種の カ ロ プ

テ リ ッ ク ス の場合に は此名 は 殊に適切で あ る と 自分は思

った。 賞際此の黒い蜻蛉に此名 を 附け た の は 、 影 を 幽康

だ と 思った 原始的な 思想 を 恩はせ る 為 めで あ った の か も

知れぬ。

十八 冒 カ ネ ッ ケ ト ム ボ或ほ オ ハ グ ロ ト ム ボ。 2 ど っ ち も

古昔夫の あ る 姉人が歯 を 黒 く す る 為 め に用 ひ た 調剤に闊

係の あ る 名で あ る 。 だか ら お胸黒蜻蛉 と 諜 して い 汀 睾だc

オ ハ グ ロ （御胸黒） 或は鐵漿は歯 を染め る に 用 ひ る 浸剤 を

呼ぶ普通の言葉で あった。 カ ネ ヲ ッ ケ ル と いふは 、 そ の

品物 を 用 び る 、 或は も つ と 文字通 り に言へ ば 、 『附着』 す

る と いふ ど で あ る 。 だか ら カ ネ ッ ケ ト ン ボ と いふ 稲呼は

鐵漿附け蜻蛉 と 謁 して も 宜い。 此の蛸蛉の翅は 半黙で げ 半

分印氣に浸 け た や う に見 え る 。 同 じ く 係會の や う な 、 コ ウ

ヤ即 ち紺屋 と いふ別名が あ る 。

十九｀ タ ノ カ ミ ト ム ボ.. 3 即 ち 田 の神蜻蛉。 赤 と 黄 と が

雑つた色 の蛸蛉に つ け た名で あ る 。

3・ 虫 譜闘既に は 、 形 � ) ト ム ぷ に 似て 、 身丹黄 、 尾 に 嘉斑
あ り 、 足黒 く 、 翅諸色 さ あ れ ゞ、 會津地方に て 或 る 穂の
ぃ D に 典へ居 る 地方名 ら L。
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xx. —Yanagi—.Toro, " The Lady of the Weeping� 

willow." A beautiful, but ghostly name ; for the 

Yanagi-]oro is the Spirit of the Willow-tree. I find 

that two very· graceful species of dragon-fly are thus 

called. 

XXI. —Seki•i�shisha, " Red-robed Messenger." 

XXII. —Yamma-tombo. The na1ne is a sort of 

doublet ; yamma signifying a large dragon-fly, and 

tombo any sort of dragon-fly. This is the name for 

a black-a11d-green insect, called Onjo in Izumo. 

XXIII. —Kuruma-yamma, " "'\Vagon Dragon-fly, ' '  

―probably so-named from the disl{-lil�e appendages of 

the tail. 

XXIV.-Aka ... tombo, " Red Dragon-fly. ' ' The 

name is now given to ·various species ; but the insect 

especially referred to as 1-lka-tombo by tbe old poets 

is a small dragon-fly, which is often seen in flocks. 

XXV. —'J'osumi - tombo, '-' LamrJ-wick Dragon­

fly." A very small creature, —thus na111ed lJecause of 

the resemblance of its body to the slender pith-wiclr 

used in the old-fashioned Japanese lamp. 

XXVI.-Mono - sashi - tombo, ― ' ' Foot-measure 

Dragon-fly. ' ' This also is a very small insect. The 

for1n of its body, with the ten joint-1narkings, sug--

註 1 . 學名 不詳。
2. 捏 々蜻蛉の別名 な り 。

3· 學名 Anax parthenope . キ ソ ヤ ム マ さ し い ふ 。
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廿 畜 ヤ ナ ギ ヂ ヨ ラ ウ ゞ 即ち柳女郎。 美 しいが氣味の悪

るい名で ある。 とい ふのは 柳女郎 と いふは 柳の木の震だ

から。 非常 に優美な蜻蛉で此の名で呼ば れて居るのが二

種 あ る と 思ふ。

廿一｀ セキ イ シ シ ャ 、2 即 ち赤衣使者。

廿二、 ヤ ム マ ト ム ボ。3 此名は類語 を 重ねたや う な もの

だ。 ャ ム マ は大 き な蛸蛉で ＂ ト ム ボはど んな 蛸霙で も さ

う 呼ぶ。これは 黒味の ある緑色 を した 蜻蛉につけ た名で

ある。 出雲では之 を ヲ ン ジ ャ ウ と呼 んで居る。

廿三 、 ク ル マ ヤ ム マ 、公 即 ち車ヤ ム マ 。 一一尾に 圃盤の

や う な 附属物が あるので左 う 呼んだ も ので あ ら う 。

廿四 畜 ア カ ト ム ボ" 5 即 ち赤蜻蛉。 種々な種類に 此名 を

今つ けて 居 る 。 だが殊に赤蜻蛉と古の詩人が 言うて居 る

のは � 小 さ な 蜻蛉で 、 屡々群 を 為 して居 る も ので ある。

廿五 畜 ト ウ ス ミ ト ム ポて 即 ち燈心蛸蛉o 非常に 小 さ い。

古風な日 本の ラ ム プ に 使用 する蚊細い、 木の儲 の心（ し

ん）に身罷が似て 居るので此名が あるので ある。

廿六 � モ ノ サ シ ト ム ボ 、 7 即 ち尺蛸蛉。 これ も ま た甚だ

小 さ い蛸蛉で ある。 闘節の條（ すぢ）の十 ある その身麗が

この名 を思ひ付かせたの で ある。 ー―—普通竹で 出来て 居
.•.• ヘ.. •�..,•---------.,...._,..... 

4・ 學 名 不詳。
5・ 小 さ き 赤 色の蜻蛉の纏稽な り 。
6. 學名 agrion quadrigerum. 

7・ 動物學..I: 此名 無 さ や う な り ．
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gested this name ; —the ordinary Japanese foot-meas-

11re, usually 1nade of bamboo, being very narrow, 

and divided into only ten sun, or i11ches. 

XXVII.-Beni-tombo. This is the name g.iven 

to a beautiful pink dragon-fly, on account of its 

color. Beni is a kind of rouge, with which the 

Japanese girl tints her lips and cheeks on certain 

occasions. 

XXVIII.-Mekura-tombo, ' ' Blind Dragon-fly. ' '  

1'he creature thus called is  not blind at all ; but it 

dashes its large body in so clumsy a way against 

o�jects in a room that it ,vas at one time supposed 

to be �ightless. 

XXIX.-Ka-tombo, " Mosquito Dragon-fly, "一

perhaps in the same sense as the American term 

' ' mosquito-hawk." 

XXX.-I<:uro-yama-tombo, ' ' Black Mountain 

Dragon-fly, "—so called to distinguish it from the 

Yama,tombo, or " Mountain Dragon--fiy,"  which is 

mostly green. 

XXXI. —Ko-yama-tombo, " Little Mountain-­

Dragon-fly,"—the name of a s1nall insect rese1n bling 

the Yama-tombo in form and color. 

XXXII.-Tsukete-dan. The word dan is a 
/、～へ�-..,/--........,-..._,,-、...,,-...__,,-、E、..,,-..._,,--�

誌 I . 2. 動物學上 此名 無 き や う な り 。 1 .  は Psilocnem is 
annnlata か。

3・ 學名 Heptagenio binotata. こ れ は賓 は蛸蛉 に 非す 。 絆滸
科の も のな り 。
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ふ 尋常一般の 日 本の物指は甚だ幅の 狭い も ので 、 た ゞ

十 ス ン即 ち＋吋に匿劃 さ れて 居 る 。

廿七 ＂ べ ＝ ト ム ボぷ 色が赤い為 め に つ け た も ので、 淡

紅色の美 し い蜻蛉で あ る 。 ベ 二 と いふは 、 日 本の女の子

が或 る 場合に そ れ を 唇や 頬に少 しつ け る 一種の臓脂で あ

る 。

廿八 、 メ ク ラ ト ム ボ 、 2 即 ち 盲蛸蛉。 こ の名 を 有つた蜻

蛉は決 して 盲 目 で は無い。 然 し そ の大 き な 身骰 を 不細工

に 室内の 品物へぶつつ け る ので 、 一（ い）つ時視力 の 無い

も の と 想像 さ れて 居た ので あ る 。

廿九 、 カ ト ム ボ 、 3 即 ち蚊蜻蛉。 一多分.. j亜米利加の

モス キ イ ト ホ .... ク 4 と 同 じ意味の も ので あ ら う 。

舟、 ク ロ ヤ マ ト ム ボ、 5 即 ち黒山蛸蛉、 一ヤ マ ト ム ボ

即 ち 山 蛸蛉 と い ふが あ る が 畜 こ れは大抵緑 色 を して居 る

ので それ と 匿別す る 為 め に斯 く 呼ん だ も の で あ ら う 。

舟一 畜 コ ヤ マ ト ム ボ 'II 6 即 ち 小山蜻蛉。 形 も 色 も 山蜻蛉

に似て 小 さ い。

舟二 、 ツ ケ テ ダ ンが ダ ン と いふ語は雑色の織物への線
,-、_,,,.....,.__,,........ グ----、�..___.,..,_へ_,,,....___.,.... _,,,..__,,.. . ._,,.、_....._.... ,__,,·、-----、--、、一、__,,,.•.• __,,, ... _ 

4. 蚊を好み て 食 す る 一種の蜻蛉な り 。 H 本語の カ ト ム M (1
蚊を 好み食ふ が為 に非す、 蚊の女IJ く 小 さ き が 為 め なり。

5 ・ 學名 不詳。 6. 學名 Epophthalmia a1nphigena . 

7 ・ 不 明 。 出譜圏説に 力\ > ろ 名 掲げ あり し偽 め 、 賞 時繹者 (1
そ の ま し 先生に 奉 り しな り 。
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general term for variegated1 woven stnff.':; ; and the 

name tsukete-dan might be freely rendered as ' ' The 

Wearer of the Many-Colored Robe."  

I believe that in the foregoing list the only name 

req uiring further explanation is the name Sh-orai― 

tombo, or Shoryo-tombo, in its meaning or O the 

Dragon-fly of tbe Dead." Unlike the equally weird 

name Yiirei-tombo, or " Ghost Dragon-fly," the term 

Shorai-tombo does 11ot refer to the appearance2 ·of the 

insect, but to the strange lJelief that certain dragon­

flies are ridden by the dead, —used as winged steeds. 

From the morning of the thirteenth to the midnight 

of the fifteenth day of the old seventh month, —the 

time of the Festival of th·e Bon, —the dragon-flies are 

said to carry the Hotoke-Sama, the August Spirits of 

the Ancestors, wl10 then revisit their f orn1er hon1es. 

Therefore during this Buddhist " All-Souls, "3 children 

a re forbidden to 1nolest any dragon-flies, —especially 

dragon-flies that may then happen to enter - the 

family d'\!v .. elling. This supposed relation of dragon­

·flies to the supernatural world helps to explain an 

old folk saying, still current in some provinces, to 

the effect4 that the child '\vho catches dragon-flies will 

never " obtain knowledge."  Another curious belief 
�_,,,,__ ____________、..,,...__.. ....___�___... 一__.,....,._ , _ _,,...._,______...__,-

註 I . 色の染 め 分げ て あ る 。
2. 此虚で は 出現で無 く 、 外観 さ い ふ意。
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名で あ る 。 で ツ ケ テ ダ ン と は 『色んな色 の衣物 を 着た も

の 』 と 大 ま かに謁 して も よ か ら う 。

上記の 目録の う ちで 、 な ほ進んで説明 の要 あ る 名 は『死

者の蛸蛉』 と いふ意味の 。 シ ャ ウ リ ヤ ウ ト ム ボ又の名 シ ャ

ウ ラ イ ト ム ボだ け であ ら う と 恩ふ。 同 じ く 無氣味な ユ ウ

レ イ ト ム ボ郎 ち 幽棄蜻蛉 と は 異つて シ ャ ウ ラ イ ト ム ボ と

い ふ名 は そ の姿形 に闘係 を 有つた 名では無 く て 畜 或 る種

の蛸蛉 に は一翼 あ る 馬 と して—死者が騎つ て 居 る と

い ふ妙な迷信か ら 来て 居 る の で あ る 。奮暦七 月 の 十三 日 の

朝か ら 十五 日 の 夜半 ま で一盆會の あ ひだ—蛸蛉は ｀

そ の時分 に そ の奮の家を 見舞は る い ホ ト ケ サ マ 部 ち祖先

の震 を 脊負 う て 居 る と 言はれて居 る 。 だ か ら 畜 佛敦の此

の『萬簸節』 中 は ＂ 子供は ど ん な 蜻蛉で も そ れ を 一殊に

そ の折家の 内へ偶 ま 入って 来 る 蜻蛉 を 一い ち‘ め る と を

禁ぜ ら れ る 。 蛸蛉 と 超 自 然界 と の此の 想像 さ れて 居 る 闘

係が、 今な ほ方 々 の 國 に行はれて 居 る 、 蜻蛉 と る 子は 『智

條を 得ぬ』 と いふ意味の � 古 く か ら の諺 を 説明 す る 役に

立つ。 も 一つ奇妙な 信仰は � 或種の蜻蛉は ク ワ ン ノ ン サ

3・ 羅 馬 �n特力 教に て 、 死亡せ し信者 の 追悼を 管 む 日 な り 。

十二月 二 H な り 。
4. to the effect一 こ い ふ意味の 。 saying へ 係 る 。
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is that certai11 dragon-flies " carry · the image1 of 

Kwannon-Sama (Avalokitesvara)," - because the 

marl{ings upon the bac�s of the insects bear s01ne 

faint resemblance to the form. of a Buddhist icon.2 

II 

Differeut l{inds of dragon-fly show tben1selves at 

different periods ; and the more beautiful species'、

,vith few exceptions, are the latest to appear. All 

Japanese dragon-flies have been grouped by old 

writers into four classes, according to the predomi­

nant3 color of each variety, —the Yellow, Green (or 

Blue), Black (or Dar]{), and Red Dragon-flies. It is 

said that the yellow-marked insects are the earliest to 

appear ; that the green, blue, and black varieties first 

show themselves in the Period of Greatest IIeat ; and 

that tl1e red kinds are the last to con1e and the last 

to go, —vanishing only with the close of autum.n. In 

a vague and general way, these statements can be 

accepted as results of observation. Nevertheless, the 

dragon-fly is Jlopularly - spoken of as a creature of 

autu1nn : indeed one of its many na1nes, Akitsu-mushi 

signifies " autumn insect."  And the appellation is 

really appropriate ; 4 for it is not until the autu1nn 

that dragon-fl ies appear in .such multi tude as to 
～ 

庭 1 .  image ー像。 veneration の劉象た ろ statue.

2. 希臓語 よ り 来れ る も の に て image さ 固滋昧っ
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マ （観昔菩薩） を 脊に負 う て 居 る と いふ 信仰で あ る 。 一

脊の斑貼模様が 佛像の形 に微 かに似 よ り が あ る か ら の と

であ る 。

―

―

 

蜻蛉は異つた 種類のが時期 を 異に して 出 る 。 そ して殆

ん ど例外無 し に 、 一層美 し い種類のが 一番後れて 出現す

る 。 日 本の 蜻蛉全部 を 古背 の 作家は 一 々 の 主要 な色 に

従つ て 四種類 に―黄� 緑（或は 宵入 黒（或は濃い色）及

び赤に一部類分 け を して 居 る 。 貨な色合のが一番早 く

現はれ る 。 緑色 の 、 青いの ｀ そ れか ら 黒 いのは極暑に な

つ て 初 め て 出 る 。 そ して赤い のが一 番後れて 出 て 、 去 る

の も 一番後 と で 畜 秋の末に な つて や つ と 無 く な る と いふ

と で あ る 。 漠然一般的に如上の 叙述は観察の結果 と して

承認 し得 ら る L も の で あ る 。 だが然 し � 蜻蛉は 一般に は

秋の虫 と な つて居 る 。 蜻蛉の異名 の う ち に 『秋の虫』 と い

ふ意味の、 ア キ ツ ム シ と い ふ名が あ る程で あ る 。 そ して

こ の稲呼は賓際適切で あ る 。 と いふ謁は 、 人の注意 を惹

く 程に 蜻蛉が群 を 為 して現 は れ る の は 秋に な っ て か ら の

3. predominant—ruling. 優勢な 。
4. appropriate—suitable ; proper. 
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compel attention. For the poet,. however, the true 

dragon-fly of autumn is the red dragon-fly : 

Aki no ki no 

Akatombo ni 

Sadamarinu. 
That the autunzn season has begun is decided by the [ appeaた

ance of 加] redー必ago呵fly.

Onoga mi ni 

Aki wo son1enuku 

Tombo kana ! 

0 the dragan光パーhe has dyed his own body with [加
color of] autumn ! 

Aki no hi no 

Someta iro nari 

Aka-to1nbo ! 

Dyed he z"s with the color of autumn days - 0 the 加ied
dragon殆 ！

" Spring," says a Japanese poet, " is the Season 

of the Eyes ; Autumn is the Season of the Ears,"― 

meaning that in spring the blossoming of the trees 

and the 1nagic of morning haze make delight for the 

eyes, and that in au tun1n the ears are charmed by 

the music of countless insects. But he goes on to 

註 1 .  作者 に 白 雄。
2・ 作者 は参酔。
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こ と で あ る か らで あ る 。 が然 し� 詩人 に は 冒 秋の真の蛸

蛉は赤蛸蛉で あ る 。

秋 の 季 の

赤 蜻 蛉 l:.

定 り �
I

已 が 身 に

秋 な 染 � j:) く

蜻 蛉 か な 9

秋 の 日 の

染 め t: 色 な ’’

赤 蜻 蛉3

或 る 日 本詩人 4が 『邸は 眼の季節で 、 秋は耳の季節で あ

る 』 と 言 う て居 る 。 いふ心は 、 春は樹々 の花や朝霞の魔力

が眼 を 業 ま し め 、 秋は耳が無敷の 虫の 昔業に 魅せ ら れ る

と いふので あ る 。 が此詩人 は進ん で 畜 秋 D此快業は憂愁

を 帯び て居 な と 言ふ。 そ の哀れ氣な婆は 消 え し幾年の 、
--、..�.,.....__,,--.、 ·---

3・ 作者を繹者失念せ り 。
4· 膵 者 を指 さ れ L t の。 恐濯の至 り な り 。 繹者 は今少 L {

詳細に 論 じ f: る な先生は 省略 さ れ1: り 。
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say tbat this · pleasure of autumn is toned with1 

melancholy. Those plaintive voices evoke the 
memory of vanished years and of vanished faces, and 
so to Buddhist thought recall the doctrine of imper­
manency. Spring is the period of promise and of 
hope ; autumn, the titne of remen1brance and of 
regret. And the con-iing of at1tt1m11 's special insect, 
the so-undless dragon-fly, —voiceless in the season of 
voices, ― only makes weirder the aspects of change. 
Everywhere yon see a silent play of fairy lightnings, 
-flashes of color continually intercrossing, like a 
weaving of interminable enchantment o,-rer the face 
of the land. "fhus an old poet describes it : ― 

Kttrenai no 
l{agero hasbiru 

Tombo kana ! 

Lt'ke a、-/leetlng of er加son goss、ZIJ.↓ er-threads, the r/lashi"ng of 
the d玖go町flies.

III 

For more than ten centuries the Japanese have 

bee11 making verses about dragon-flies ; and the 
subject re1nains a favorite one even with the yottnger 

poets of to-day. The oldest extant3 poem about a 
._.. .... 

註 1. toned with-given quality of. 
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ま た消 え し幾多 の顔の 、 記憶 を喚起 し 畜 斯 く て 佛敦思想

に 無常 の 教理 を 思は せ る。 春は約束 と 希望 と の 時期で あ

り 、 秋は懐奮 と 哀惜 と の時で あ る 。 そ して ま た 畜 秋の特

殊な 虫 、 音 を 立てぬ蜻蛉が 、 出 て来 る ど は一一墜の季節

に聾無 き も の の 出 て 来 る ど はー�愛化の 姿を 一層無氣味

に す る ばか り で あ る 。 到 る 虐 に微小な 稲妻の 墜な き ひ ら

め き が一土地の 表面の上 を 、 は て し無 き 妖術 を織 り 編

むが如 く に � 絶 え す交錯 す る色の き ら め き が一一見 ら れ

る 。 斯 く 古の 一詩人 は叙べて居る 。 一

く れ な ゐ の

か げ ろ ふ 走 ろ

蜻 蛉 か な 2

I
-
I

 

十泄紀以上の 間 。 日 本人 は 蜻蛉の詩 を 作っ て 居 る 。 そ

して 此題 目 は 今 日 の 青年詩人 に も 依然好 かれて居 る も の

で あ る 。 蜻蛉 を 詠んだ も ので 、 現存 し て 居る 一番古い歌

2・ 作者 は 呉造。
3.  extant—still existing. 
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dragon-fly is said to have been con1posed, fourtee11 
hundred and forty years ago, by the Emperor Yu­

rial<u . One day ,vhile this Emperor "\Vas bunting, 

say the ancient records, a gadfly ca.me and bit his 
arm. There-with a dragon-fly pounced upon that 
gadfly, and devoured it. Then the Emperor coin­
n1a11ded his 1ninisters to make an ode in praise of that 

<lrago11-fly. But as they hesitated how to begin, he 
himself composed a poem in praise of the insect, 

ending with the words, ― 

" E  ven a creeping insect 
\Vaits upon the Great Lord : 
Thy form it will bear, 
0 Yamato, land of the dragon-fly ! "  

And in honor of the loyal dragon-fly, 1;he place of the 
incident was called Akitsuno, or the Moor of the 

Dragon-fly. 

The poem attributed to the Emperor Yuriaku is 

written in the form callecl naga ... uta, or '' long .. 
l)Oetry " ; but the later poems on dragon-flies are 
mostly composed in the briefer forms of Japanese 
ve.rse. There · are three brief forms, —the ancient 
tank·a, consisting of thirty-011c syllables ; the popular 

/' 一、—----..,-._.,. 、-クー、··--··---グ.-.... .--.... ・-.... _,,..、____.. _ ........ ..,.....,___ 

註 J .  昆出 （ は ふむ し） し 、 大君に 服（ ま つ） ら ふ 、 汝（ な ） が形
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は 、 千四 百四 十年前、 雄略天皇がお作 り に な つた も の だ

と 言 はれて 居 る 。 或 る 日 帝が狩 を し て 居給ふた時畜 と 奮

記に あ るが畜 一 匹の虻が来て御腕 を 咋つ た 。 す る と 共虞

ヘ蜻蛉が一匹共虻へ 飛び か し つて 来て 、 それ を 咋つ て し

ま つた。 そ こ で天皇は大臣逹に そ の蜻蛉 を 讃 め た歌 を 作

れ と 命 じ給ふた。 だが皆なが ど う やつて い 以 か 躊躇 して

居 る の で、 自 ら 共蜻蛉 を 梱へた歌 を お作 り に な った。 共

御歌の結末 は斯 う で あ る 。 一

波 賦 武 志 謀、 低 哀 択 禰 僑、

磨 都 羅 符 畜 億 我 祠 陀 播�

於 祠 武 、 九阿 岐 豆 斯 麻 野

廠 登。1

そ し て ＂ そ の 忠義な蜻蛉の為 に 、 此事 の あ った虞は 、 ア

キ ツ ノ 郎 ち 『蜻蛉の野』 と 名づけ ら れて居 る 。

雄略帝が物せ ら れ た と い ふ歌は ナ ガ ウ タ 帥 ち長歌 と い

ふ形式で書かれて居 る が 、 近時の蜻蛉の歌は 大半 も つ と

短い形式で書かれて 居 る 。 短い形式に 三通 り あ る 。 三十

一綴昔 か ら 成 る 古来の 短歌。 二十 六綴昔の通俗 な 都 々
------- ～ヘー、．～～へ✓-----へ✓-----へ

（ か1: ) は 置 か む 、 蜻誕 （ あ き つ） 島倭（ し ま や ま さ ） 、 な り 。
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dodoitsu, consisting of twenty-six syllables ; and the 

hokku, consisting of only seventeen. The vast 

n1ajorit�y of dragon-fly poems are in hokku. There 

are scarcely any poems upon the subject in dodoitsu, 

and—strange to say ! ―but vety few in the classical 

tanka. The friend who collected for me all the 

verses quoted in this essay, and many hundreds 

n1ore, declares tbat he read through fifty-two­

volumes of thirty-one-syllable poetry in the Imperial 

Library before he succeeded in finding a single com­

position about drago11-flies ; and eventually, after 

much further research, he was able to discover only 

about a dozen such poems in tanka. 

The reason for this must be sought in the old 

poetical conventions. Japanese thirty-one-syllable 

poetry is composed according to rules that have been 

fixed for hundreds of years . These rules require that 

almost every subject treated shall be considered in 

some relation to one of the seasons. And this 

should be done in accordance with certain laws of 

grouping, —long-established conventions of associa­

tion, recognized both in painting and in poetry : for 

example, the nightingale should be mentioned , or 

portra3Ted, together with the plum-tree ; the sparrow, 

with the ba1nboo ; the cuckoo, with the u10011 ; 

,.....__, 

註 I . 繹者 な り 。
2. 類題秋草集、 同 石川 歌集、 同 鏡池集、 同桑の若葉、 同探
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逸。 そ れか ら 、 たつた十七綴昔の褻句 で あ る 。 蜻蛉の詩

の 大多数は褻句 で あ る 。 此題 目 を 都 々 逸で 詠んだ詩は殆

ん ど 無い。 そ して一―—言ふ も 不恩議や ！—古典的 な短歌

で詠ん だ も の は賞際頗 る 勘い。 此の 一文に 引用 し て 居 る

詩歌全閤 、 並び に な ほ幾百首の詩歌 を 自分の 為 め に蒐 め

た友人 1 は 、 蛸蛉の短歌ー首 を見つ け 了 ほせ る ま で に 、 帝

國圃書館で 三十一字 詩の書 を 五十二年讀 ん だ と 言 う て

居 る 。 そ して 、 な ほ 一層進ん で穿堅 を した後 ち 、 到頭 そ

の友人は短歌での そ ん な 詩 と やつ と 十二 ば か し殺見 し得

た ので あ った。

此の理由 は詩の上の古来の 因襲に 求め ねば な ら ぬので

あ る 。 日 本の三十一字詩は そ 幾百年間決定 さ れ て 居 る 法

則 に従つて 作 られ る。 詩に 取扱ふ 殆ん ど あ ら ゆ る 題 目 は

四季の どれか一つに幾分の 闘係 を 持 し て 考察 すべ き 事 を

此の法則が要求 して居 る 。 そ して是は 或 る 一定の分類法

に一綺蜜に も詩歌に も 認許 さ れて 居 る 畜 長い 間確定 さ

れて 居 る 結合の 因襲 に＿―-従つて 為 さ れ な けれ ばな ら

ぬ。 例へば 、 黄鳥は梅 と 一所に して述べ る か描 く かす る 。

雀は竹 と 一所に 、 時鳥 は 月 と 一所に 畜 蛙は雨 と 畜 蝶は花

花 集、 I司 新英集、 同 糎 世和歌集、 同 月 波集、 同 新竹集 ,. 固
芳風環、 同叫治 所和歌集、 同和歌聯玉集、 同態玉集、 其他
に 蜻蛉の歌の 一 首 も 載 り 居 ら さ？ ろ は 事箕 な り 。
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frogs, witb rain ; the butterfly, with flowers ; the 

bat, with the willow-tree. Every Japanese child 

knows something alJout these regulations. Now, it 

so happens tbat no such relations have been clearly 

fixed for the dragon-fly in tankふpoetry,—though in 

pictures we often see it perched on the edge of a 

water-bucket, or upon an ear of ripened rice . More­

over, in the classification of subject-groupings for 

poetry, the dragon-fly is not placed among mushi 

(" insects "—by which word the poet nearly al\vays 

means a musical insect of son1e sort) , but among zo, 

—a term of very wide signification ; for it includes 

tbe horse, cat, dog, monkey, crow, sparrow, tortoise, 

snake, frog, —almost a.II fauna, in short. 

Thus the rarity of tanka-poems about dragon­

flies may be explained. But why should dragon-flies 

be almost ignored in dodoitsu ? Probably fo r the 

reason that  this form of verse is usually devoted to 

the subject of lo,,e . 'fhe voiceless · dragon-fly can 

suggest to the love-poet no such fancies as those 

inspired by the singing-insects, —especially... by those 

night-crickets . whose music lingers in the 1nemory of 

some evening tryst. Out of several hundred dragon­

fly poems collected for me, I fi.nd only se'\'... en relating, 

directly or indirectly, to the su�ject of love ; and not 

one of the seven is in twe-nty-six syllable verse. 
·�,..,,.-、------へ へ...-...、----.....----.,,,,,

註 I .  雑 It 1niscellaneous subjects な り 。 動物 に 限 ら す。 繹者が 、
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と 畜 蝙蝠は柳 と 'II と いつた諜で あ る O 日 本の 子供は 誰れ

で も こ ん な 規則に就いて 少 し は 心得て居 る 。 扱て 、 蛸蛉

に 就い て は 、 ど う した も の か 畜 そ ん な規則が短歌では 明

白 に決定 さ れて居 ら ぬ。 尤 も斎會では 、 或は手桶の縁に止

つて居た り 、 或は熟 した稲の穂に止つて 居た り して居 る
の を屡見 る が。 そ の上 ま た 畜 詩歌の題 目 の分類の上に於

て 、 蛸蛉は ム シ（虫で あ る 畜 ー一虫 と し い へ ば詩人は何か

喘 ＜ 虫 を 意味 す る こ と に殆ん ど いつ も な つて 居 る の で あ

る ）の 中 に 入れ て は 無 く て 、 雑の 中 に 入れて あ る 。 維 と い

ふの は 非常 に 廣い 意義の 語で一―—馬 、 猫 、 犬、 猿、 烏 'II

雀、 亀、 蛇、 蛙等,. 要す るに殆ん で あ ら ゆ る動物 を 包含
し て居 る のであ る 。

蛸蛉の短歌の稀 な こ と は 斯 く 説明 さ れ 得 る の で あ る 。

然 し何が 故 に 都 々 逸では 蛸蛉が殆ん ど 無視 さ れて 居 る の
で あ ら う か。 こ の 詩形 は 通例憩の題 目 に の み用 ひ られて

居 る と い ふ 理由 か ら な の で あら う 。 墜 を 立て ぬ蛸蛉は懸

愛詩人に は 喘 ＜ 虫 が＿� そ の喘 き 墜が或 る夜の逢

引 の記憶 に 残つて 居 る所の夜の 総蝉が一一鼓吹す る や う

な あ ん な 空想 を 、思 ひ 浮ば し め得な い か ら で あ ら う 。 自分

が蒐 め て 貰つた 幾百の蜻蛉の詩の う ちでヽ 直接或は 間接

に 、 憩の題に闘係 して居 る のは七つ しか無い。 しか も そ の
七つの う ち 二十六字詩の も の は唯の 一つ も 無い の で あ る 。

• ....,,.._-......,.、✓、...,,,-. ·�� 

四季 に 隷國 せ す じ 〔 雑の部 に 敗 め あ る 動物は こ れ こ れ こ
認 め し を先生少 し く 誤解 さ れ しや う 察せ ら る 。
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But in the forn1 hokku—limited to seventeen 

syllables—the poen1s on · dragon-fl ies are almost as 

numerous as are the drago11-f1ies the1nselves in the 

early autumn . For in this measure there are few 

restraints placed upon the composer, either as to 

tbe1ne or method. Al1nost the only rule about 

hokku, ―not at a.II a rigid 011e, —is that the poem 

shall be a little word-picture, —that it sha11 revive 

the memory of something seen or felt, —that it  shall 

aJlpeal . to s01ne experience of sense. The greater 

nu111ber of the poe1ns that I a111 going to quote 

certainly fulfil this reg uirement : the reader ,vill find 

that they are really pictures, —tiny color-prints in the 

ma11ner of the Ukiyoe school. Indeed aln1ost any of 

the following could be delightfully i1naged, with a 

few touches of the brush , by son1e Japanese 

master : ― 

Picture-Poems about Dragon .. flies 

Ine no bo  no 

Tombo tomari 

Tarenikeri . 

An eaグ of rice 加s b訊t because a dragvn-Hy p函hed 砂on t't. 

.......... ✓.-、��-.._-<'~"'"'----�、-----

註 I 、 こ れ に は異議め ら ん t 、 堂時 は 未 だ所謂宗匠輩の月 並旬
跛庖 せ し 時代 に て 繹 こ 者等 に 盛ん に 客誤旬を 唱へ t: ろ し
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然 し ホ ツ ク と いふ——＋七字昔 に 限 ら れた―形式で

は 、 蜻蛉の詩は初秋の蛸蛉そ の も の の如 く に 殆ん ど 無数

で あ る 。 と いふの は 、 此の詩格では 、 旨意に も 方法に も 、

作者に殆ん ど 何等の拘束が 置かれて 居 ら ぬ 。 褻句 に 就い

て の殆ん ど唯一 の規則は一� 決 し て厳格 な も ので
は無い が一� の係會で な ければ な

ら ぬ と いふ こ と 、 1 ー一見た り 感 じ た り した も の の記憶 を
復活すべ き も の で な ければ な ら ぬ こ と 感覺の 或 る経
瞼に訴へ る も ので な けれ ば な ら ぬ こ と � で あ る 。 自 分が
こ れか ら 引 用 す る褻句 の大多数は 、 確に此要求 を 充 して

居 る 。 讀者は 、 そ れが箕の係會で あ る —浮枇翰派の手法

の小い さ な 色彩蓋で あ る—� ら る i で あ ら う 。 霞
際次記の俳句の殆ん ど いづ れ も が 畜 日 本の蓋伯が二た筆

三筆使へば面白 い条會に な り 得 る ので あ る 。

蜻蛉に闊 した翰讚詩

甜 の 穂 の

蜻 蛉 こ ま り

垂 れ に け り 2

の な り 。 現今 さ 雖 け翻 者 は 大骨翌に 於て 此説を 維持 し居
ろ t の な り 。

2・ 作者に鐸註者。 好旬 に に 非す。 詞註者 の 為 め 特に探 ら れ
し も の か。
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Tombo no 
Eda ni tsuitari 

\V asure -guwa. 

See the d1"ago呵紗 resting· on the ha叫s of the .forgotten 
mat/eek. 

Tombo no 
Kaide yukikeri 

Sute-waraji. 

D戌r;on佑es have gvne to sniff at a pair of cast-rff san:tals 
o.f stグ�iw.

Sode ni tsuku 
Sumika ? —obana1 ni 

Kane-to1nbo ! 

Is it an ink-stain 砂on a sleeve ? —加 : it is only the 、l/ack
dゲngon-j!y resti: 呟 吋on the obana. 

Hiwa naname 
Sekiya no yari ni 

Tomb·o l{ana ! 

See tんe.dragvn-jly 炉�ching· 01z t加 blade o.f t/ie spear leaning 
against the 1如npart-wall I 

註 1 .  尾花 は 苦 な り 。 學名 F�ularia japonica. 

2 ・ 作者 は 素麿。
3 ・ 作者 は 許 自 。
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蜻 蛉 の

枝 に つ い た り

忘 れ 鍬2

蜻 蛉 の

嗅 い で 行 き げ り

す て 草 桂S

袖 に つ く

墨 か 尾 花 に

か れ こ ん ぽ'

日 に 斜 め

闊 屋 の 槍 I !

蜻 直 令 か な 5

.,.. ヽ _...__ヘ-、.,,,,-.._-ヽ-------� ...._,,-...�_, ヘ-��

4・ 作者 不詳。 「1裏子 」所載っ
5・ 作者 に 蕪村。 原令］の 『 8 ( !  斜 め 』 が鐸文 に 見えす。 the

rampart - ·wa ll の 後 へ on which the evening sun is shining 
aslant � で し 足す ぺ き か。 ·
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Tombo 110 

Kusa ni undeya, 
Usbi no tsuno ! 

0 d1·agon灼� I liow have you 碑aried oj the g1"ass t. 加t you 
shoield thus が1'Ch 叩on the lio1"n of a cow I 

I�aki-dake no 
Ippon nagaki― 

Tombo l{ana ! 

One of the ba1nboo-stakes in tltat jence see,ns to be hなhどr
than the others—but no I tんere ls a dragonfly 砂on it I 

Kaki-dake to 
Ton1bo to utsuru 

Shoj i kana I 

The shadow ダ the ba,nboojence, with a dragun:fly at ,,,.est 
upon it, £s thrown upon 1n_ッpaper-window /

Tsuri-gane ni 
IIito-toki yasumu 

Tombo lrana I 

See I the d1�agonjly z"s 1"'esting a zvhile itpon the te111ple-bell I 

'-""'-�•-✓-、✓-�

註 I・ 作者 は 太無。
2・ 作 者 は芦雀。 繹 交 少 し く 不穏 鷺 な り 。 but no ! を削 ら さ・

ろ 可 か ら す。 蜻蛉 が さ ま り 居 ろ が 為 め 長く 見ゆ る に 非 ず 。

際立 ち て 品 き に 蜻蛉が止 り 居 る な り 。 A stake is seen con-
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蜻 蛉 の

草 に 倦 ん で や

牛 の 角 l

垣 竹 の

- * 長 さ

蜻 蛉 哉2

垣 竹 さ

蜻 蛉 � 映 ろ

障 子 か な S

釣 鎧 lこ

一 時 休 む

蜻 蛉 か な ？

spicuously longer than all the other5 in that bamboo.fence. 
Lo ! there is a dragon-fly upon iし な り 。

｝・ 作者不 明 。 碧諷會應募 旬 中 繹註 者 が採 り し も の 。
4・ 作者 は 梅路 。
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0 '\!VO n1otte 

Kane ni mul{aeru, — 

To1nbo ka11a ! 

Only witli Jtis tail he tルinks to oppose [the 1-veight oj"] the 
great te1炒le-bell,—0 silly {加ぼvn光y /

Nal{i-hito no 

Shirushi no take ni 

Tombo l{ana ! 

Lo! a dr°'g碑fly rests upon the bam加o that 加arks the grave! 

Itte wa kite 

Tombo taezu 

Fune no tsuna. 

Abou/ the 1 opes of the ship tルe d1cigon如es c,ase not to co加9

仰dgv.

Tombo yft 

Fune wa nagarete 

1'od,oma razu. 

The a1agonfly ceases not to flit about the vessel dr0珈g
down the stream. 

·�� 

往 1 ・ 作者 は 東JJI 。
2・ 作者 はル董。
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尾 を 以 て

鐘 に 向 へ ろ

蜻 蛉 か な 1

な さ 人 の

し ろ し の 竹 に

蜻 蛉 か な 2

往 つ て は 来 て

蜻 蛉 絡 え す

船 の 綱3

蜻 蛉 や

3 ・ 作者 太菓。
4 ・ 作者青扇 。

舟 に 流 れ て

止 ま ら ず曇

、�へ-----··、-クヽヘ～～＾ツへ
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Tombo ya ! 
Hobashira ate ni 

1'oku yul{_u. 
0 the dragon光y /一keeplng an eye 砂on tんど 1nast, he ven .. 

turesfar l 

Tombo ya. ! 
Hi no kage dekite, 

Nami no ue� 
Poot dragon-fly Iーnow that the sun んas beco111e ob scttred, 

he wandげ'S 0ッer the waves. 

vVata-tori no 
Kasa ya tombo no 

Hitotsu zutsu. 
Look at the banzboo•hats of the cotton-pickers I—there 、is a 

d四�"()呵紗 f砒hed on eac如が th暉 ！

Nagare-yuku 
Awa ni yume miru 

Tombo kana ! 
Lo I the d-ragon光� drea加s a dream above the flowing of 伽

foa1n如bbles I 

註 I ・ 作者梅室。
2. 作者今明 か な ら す 。 今人名 家悛旬 九百題 に 載 り 居れ り c
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蜻 蛉 や

帆 柱 営 て に

遠 く 行 い

蜻 蛉 や

H の 影 出 来 て

波 の 上9

綿 さ り の

笠 や 蜻 蛉 の

一 つ づ > 亀

流 れ 行 く

3・ 作者也有。
4・ 作者仙漢。

池 に 夢 見 ろ

蜻 蛉 か な曇
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Uki-kusa no 

Ilana ni asobu ya, 

Aka .. tombo ! 

See the red dragon灼 抄0グting about the blosso,ns of 加
初ater-weed I 

'fombo no 

Hitoshio akashi 

Fuchi no 11e. 

Mucん mo�ど re.I see1ns the red dragon-fly 叫en ん。西枷g
above the pool. 

Tsuri-beta no 

Sao ni kite neru 

1'ombo l{ana ! 

See I the dragon-fly settles down to sleep on the rod of the 
unskilful angler I 

Ton1bo no 

IIa-ura ni sabish i,  — 

Aki- shigure. 

Lon esf') m ely clings th e dragv, ・吼y to th e un de rs lde of th.t 
leaf—Aん I the aittu1nn rains I 

註 I ・ 作者雨柳。
2・ 作者不明。 俳諧古今六 百題 に 載 り 居 f:. 'り 。
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浮草の

花にあそぶや

赤こんぽ 1

蜻蛉の

ーさしほ赤L

淵 の 上9

鉤り下手の

竿に来て襄ろ

蜻蛉かな S

蜻蛉の

3· 作者は也有。
4・ 作者は自圏。

葉裏に淋L

秋 時 雨“

ヽ
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·Tombo no 

To bakari tsuku 

Kara-e kana ! 

Onり ten dragon:flies— all clinging to the sa1ne withered 
Sが"aY I 

Yosogoto no 

Naruko ni nigeru, 

Tombo kana ! 

p。or d1'ago町紗! Scared away 勿 the cl哨りer that never 
was intended/or you I 

Aozora ya, 

Ka hodo mure-tobu 

Aka-tombo 

H榊 in the azure sky the g叫ering·of red dra. ぶ°町rties looks 
麻ea swa1加唸 of nzosquitoes. 

Fun1-haka ya ; 

Aka-tombo tobu ; 

Kare shikin1i. 

Old to加b!一[only] a flitting oj だ4 如g咽flies;―so1ne 
witheゲ'ea [ojj erings oj] shlki加 [befo1"e the g·nive] I 

,...,,,-ヽ/へ�,,...___�'-"----、ノへ.....-...

註 I. f仕者士朗。 原文 I(ara-eはKare-e の誤植 3 原意は Look
at the whhered spray where as 1nany a5 ten dragon-flies ar� 
clinging! なるべし。
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蜻蛉の

十ばかりつく

枯枝かな I

よそごさの

嗚子に逃げる

蜻蛉かな a

育空つ

蚊liゞ群れさぶ

赤 蜻 蛉3

古塞や

2・ 作者は民花。

赤さんぽ飛ぶ

枯 樅4

/ヘ

3・ 作者は繹註者。凡旬なり。
4. 作者不明。 碧裳會募集旬より露註者が選がし記憶あり。

榛は anise の一種。學名 Illiciu1n religiosu1n。
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Sabishisa o 

Tombo tobu nari 
Haka no ue. 

Desolation I—dragonflies flitting aboッe the graッes

Tombo tonde, 
Koto-naki mura no 

1r· 1 go nar1. 

Dr{/gonjlies a厄-eflitting, and加no吻一sun ls s hz"ning, a!J叩e
、1ie village wんeゲ-e nothing eventful ever h� 炒ens.

Yuzuki bi 
Usulci tombo no 

Ha-kage kana ! 

0 the thin skad呟, of 加dragonfly's wings in tんe lなル グ
sunset I 

Tombo no 
Kabe wo kakayuru 

Nishi-hi kana ! 

0 that su1. 湛ght j1·om the West, and the dragon-fly clinglng 
to the wall I 

逹 I. 作者11繹註者。
2. 作者lt虚子。
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淋しさな

さんぶ飛ぶなり

墓 の 上 l

蜻蛉飛んで

事無き村の

日午なり 2

夕づく日

蜻蛉の

薄ささん(? の

羽影かな 8

壁をか > ゆろ

酉日かな ‘

、/-....,/

3・ 作者は花朗。原文Yuzt1ki lt Yiizukuの 誤植。
4・ 作者は法荷。
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TomlJo toru 

Iri-hi ni tori no 

Metsnki kana ! 

0 the exp位ssion of that cock's eyes in the .sunset l如—

11 ying- to catch a dragon光y/

Tombo no 

Mo ya iri-hi no 

Issekai. 

Dance, 0 dragon-fl切，in your wo,-/d of 加seli邸�sun I 

Nama-kabe ni 

Yu-hi sast1nari 

Akatombo. 

To the f reshly..plastered 切a!J a red dragon-fly clt'ngs ln t. みe
ligitt of the setting-sun. 

Deru tsuki to 

Iri-bi no ai ya― 

Akatombo. 

In the tlme !Jetween the setting of_ the sun and t. んe 1islngoj 
the 加oon―red drag(/花-/lies.

註 1. 成美。
2. 僑菊。原意 lt舞へよに非す。舞ひ居る様なう t: ヘるなり。
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蜻蛉さ ろ

入B lこ鶏の

眼付かな 1

蜻蛉の

舞ふゃ入Hの

一 世 界a

生壁1:

夕 日射すなり

赤こんば S

出ろ月t

入ろ 日 の間や

赤こんぽ

�--�'... �,·._,、ーヘ..-._,,,•, • .,-._,,,-._- . .,.... -✓ へ.·-、/へ....,,..._.. _, へ__.,� 

3・ 芦帆。
4 二丘。原文Iri-hi (1 Iru-hiの誤植。



ー �28 -

Yii•kage ya, 
Nagare ni hitasu 

Tombo no o! 

The d1agon光V'11 d四ん咆s htt tail into lhe t'Unni·ng stteam. 

IV 

The foregoing compositions are by old authors 
mostly: few modern hokku on the subject have the 

sa1ne naive1 quality of picturesqueness. The older 
poets seem to have watched the ways of the dragon-­
fly with a patience and a freshness of curiosity 

impossible to this busier generation. They made 
verses about all its habits and pecttliarities, ―even 

about such matters as the queer propensity2 of the 

creature to return many times in succession to any 
spot once·chosen for a perch. S01netimes they prais­

ed the beauty of its wings, and con1pared them to 
the wings3 of devas or Buddhist angels ; sometimes 

they celebrated the imponderable grace of its hover­

ing, —the ·ghostly stillness and lightness of its 
1notion ; and sometimes they jested a bout its Wftspish 
appearance of anger, or about the goblin oddity of 
its stare. They noticed the wonderful way in which 

註 I. artless, unaffected ; amusingly simple. 
2. tendency ; inclination. 

-...,� 
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夕影ゃ

流れにひ1': す

さんぼの尾•

四

前掲の作は大抵菅作家のである。 此題目での近代の寝

句で 畜 それと同じゃうな抜巧の無い象會のやうな性質を有

つたものは至って勘い。 奮詩人は、 繁忙な此の現代には

不可能な忍耐と生新な好奇心とを以てして、 蜻蛉の習慣

を眺めて見て居たやうに思へる 。 彼等は蜻蛉のあらゆる

習慣や特性に就いて 一度止まらうと選んだ場虞ほど

んな場所でも績けさまに幾度もそれへ立ち還るその妙な

性癖のやうなそんな事に就いてすら―句を詠んだ。 時

には彼等はその翅の美るはしきを賞めて、 之を提婆或は

佛教の天使の翼にたぐへた。 時には彼等はその飛翔の軽

い極みの優美さを一ーその運動の霙の如くに静かに軽い

とを―讃へた。 そして時には彼等はその怒の地蜂のや

うな様子を、 或はその脆視の化物のやうな妙な様を嘲弄

した。 彼等は蛸蛉がその進行の方向を髪じ得る不恩議な
_,. ヽ 、.,-. ..-..... --� ―,__,.,.、-ヘ.,....__,,..._,,-.._へ

3· 佛教にて、 asuras に反蜀の諸薯扉�J

4・ 作者l! 如泊。

ヽ-
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it can change the direction of its course, or reverse 

the play of its wings with the sudden turn that 

suggested the modern Japanese word for a son1er­

s叫t,—tombogaeri (" dragonfly-turning "). In the 

dazzling rapidity of its flight—invisible but �s a 

needle-gleam of darting color—they found a similitude 

for irr1pern1anency. But they perceived that this 

lightning flight was of short duration, and that the 

dragon-fly seldom travels far, unless pursued, prefer-­

ring to flit about one spot all day long. Some 

thought it worth ,vhile to record in verse that at 

sunset all the dragon-flies·flock towards the glow, 

and that they rise high in ai�\X1hen the. sun sinks 

below the horizon, ―as if they hoped to obtain from 

the altitudes one last sight of the vanishing splendor. 

They remarked that the dragon-fly cares nothing 

for flowers, and is apt to light upon stakes or stones 

rather than upon blossoms; and they wondered 

what pleasure it could find in resting on the rail of a 

fence or upon the horn of a cow. Also they tnarvel­

led at its stupidity when attacked with sticks or 

stones, —as often f lying toward the danger as away 

from it. But they sympathized with its struggles in 

the spider's net, and rejoiced to see it burst through 

the 1neshes. The following examples, selected from 

hundreds of cotnpositions, will serve to suggest the 

wide range of these cnrioi1s studies : ― 
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仕方や、 或はトムボガヘリ（蜻蛉がへり）といふ新語を思

ひ出させた、 突然翅を裏返やす妙な仕方を注意 して眺め

た。 その飛行の一眼にはとまらで、 唯々矢と早き色の

針のきらめきと しか見えぬ—眼くるめく如き早さに彼

等は無常に封する比喩を見出した。 然 しながら此の電光

の如き飛行は短い距離 しか績力ぶ豆ら 蜻蛉は追跡を受け

なければ遠く行くとは滅多しないもので 畜 一日中 ー と虞

を飛び廻る事を好むどを彼等は認めた。 彼等の或る者は、

日暮には蛸蛉は悉く明るい方へ群れ飛ぶ事 畜 そして日が

地平線下へ沈む時には一一高みからして消え行く光耀の

最後の 一見を得んと望むかの如くに＿�空高く上がる事、

それを句に詠む憤値があると考へた。 彼等は蜻蛉は少し

も花を顧みないで� 花の上によりも寧ろ杭か石の上に止

り勝ちな事に注目 した。 また彼等は壁の棧や牛の角にと

まつて何が面白いのだらうと怪 しんだ。 それからまた彼

等は杖や石で攻撃される折の一その危陰物から去りも

するがまた同様に服々その方へ飛んで来る 一その愚鈍

さに驚いた。 だが彼等は蜘蛛の巣にかしつてのその奮闘

に同情して、網を衝き破るのを見て喜んだ。 次記の例は 畜

幾百の作中から選んだのだが、 此の奇異な研究の廣汎な

範園を暗示する役に立つとと思ふ。
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Dragon-flies and Su11sbine 

Tombo ya, 

Hi no sasu Iratae 

Tatte yuku ! 

0 、tragon光y I·ever towards the snn you rise a巫 S位バ

IIiatari no 

Dote ya hinen1osu 

'l'ombo tobu. 

O訊r the stヽnlit ba戒， all day long; the dta,.r;on-jlies .flit to 
andfro. 

Go-roku shaku 

Onaga l{umoi no 

Tombo kana ! 

Paot·dragon灼！ー加[blue] space of five oゲ si名feet [above 
ん加］加thlnks to be his 如n sky! 

Tombo no 

Muki wo soroeru 

Nishi-bi kana ! 

�4h, the s仰setglow! Now all the dragonflies are sんoot­
窄£n the sanie di1,;.ection. 

ヽ

注 1 ・ 作者不明。今人名家骸旬九百題に在りたり。
2・ 作者不明。
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蛸 蛉 と H 光

蜻 蛉 や

H の 射 す 方 へ

立 つ て 行 い

日 あ fこ り の

土 手 や ひ れ し す

こ ん ，i t ぶ 2

五 ＊ 尺

己 が 雲 井 の

蜻 蛉か な a

蜻 蛉 の

～ 

3・ 作者善太。
4・ 作者嵐外。

向 き な 揃 へ ろ

四 H か な 今

.,�、ヘ，，へ、ー一入、
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Tomb5 ya ! 

Sora e banarete 

Kurekakari. 

D鉛k approaches : see I the dtago朽-/lies have rt"sen 加vard
the s初 ！

Hoshi hitotsu 

Miru made asobu 

, Tombo l{ana I 

0 のag'On-jly I yoiヽ cont,nue わ 紗ort z,ntil 枷 first star ap­
pears I 

Flight of Dragon-flies 

To yama ya, 

Tombo tsui-yuki, 

Tsui-kaeru. 

Quic幼 tke d: ヶ-agon灼 starts for t. んe dz°stant 加9血tain, but 
as qulc切 1'eturns.

Yt1kiote, 

Dochira mo. soreru 

Tombo l{ana ! 

i11eeting i'n flight, how wondeが呪y do the d?'agon;,1/ies 
glance away fto11z eaclt othe r I 

I ・ 作者太無 。
2・ 作 者左梁 。

� 



ー 23S -

蜻 蛉 ゃ

空 へ 離 れ て

暮 れ か � trJ 1 

星 一 つ

見 る ま で あ そ ぶ

さ ん ば か な 9

蜻 蛉 の 飛 翔

遠 山 ゃ

さ ん ぽ つ い 行 さ

つ い か へ る 3

行 き あ う て

ゞ ち ら し そ れ ろ

さ ん ぽ か な4

3 ・ 作者 に秋之坊。
4・ 作者不明。 俳諧古今六百題所載 っ

• ......., ... 、-�
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Narabu ka to 

Miete wa soreru 

rf ombo kana ! 

Lo I the drag·on-jlies that seet1ted to fly in lhte- all scatte, 
away fro加 each other. 

Mentioned in Love-Songs 

Kager6 110 

Kaget.omo ware wa 

Nari nikeri 

Aruka nakika 110 

Kimi ga nasake ni. 

E加n as the shadow oj .. a dragon-fly I have beco1ne, 勿
t'tason of the slightness of your love. 

Obotsukana ! 

Yu1ne ka ? utsutsu ka ? 

Kagero no 

IIonomelru yori mo 

Jiakana karishi wa ! 

0 町 doubt I ls it a drea,n or a reallty ? ―ntore Jug'itive 
than ev叩 tke dinり'litting of a drago町紗 I

註 1 ・ 作著 は貞山。
2・ 作著 は長延重 鴨JI)三耶集所載 ，
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並 ぶ か さ

見 え て は そ れ ろ

蜻 蛉 か な 1

憩の歌に あ る も の

か げ ろ ふ の

か げ こ も 我 は

な り に げ り

あ ろ か な さ か の

君 が な さ け に 2

覺 束 な

夢 か う つ � か

か げ ろ ふ の

ほ の め く よ り も

は か な か り し 9が

'� .� 

3・ 「讀人不知」 な り 。 怜野集 祈載。 同文 is it の is It was � 
す る 力稔·砧 か こ 、思ふ。
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Tombo ya 

Mi wo mo lrogasazu, 

Na-ki1no sezu ! 

I-I� 屹ッ dragonfly !—加Vグ self—consu,ned 勿 long£ng,—neveゲ

even utter. か� a cry ・I

Strangeness and Beauty 

'l"'ombo no 

Kao wa okata 

Meda rr1a ka.na ! 

0 加faば <Zf the dragon7紗 ．＇一alnzost 11otlung but eyふ'

Koe nal{i wo, 

Tombo munen ni 

Miy·uru l{ana ! 

0 d, ... agon-jly I you appear to be always ang1y bet(lure you 
have no voice I 

Semi ni makenu 

Hagoromo 1nochishi 

To1nbo 1<:ana ! 

0 dragon灼 I the celestial 吋1n位tyou fOSJ �SS is nowise 枷
ferior to tんat of the cicada I 

註 I .  作者鳥弾。
2 ・ 作者知足。



ー 239 -

蜻 蛉 ゃ

身 な も 狼 さ す

な き も む す｀

奇 異 と 美

蜻 蛉 の

顔 は な ほ が た

眼 玉 か な 2

梵 無 き な

蜻 蛉 無 念 に

見 ゆ る か な 3

蝉 に ま け り

羽 衣 し ち し

蜻 蛉 か な 曇

3・ 作者 可 昌 。 無念 に (! be 1nortifiecl ; be vexed の 方可 な ら ん
か。

4・ 作者太無。
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Ligh tness of Dragon-flies 

1'subame yori 

Tombo wa 111ono 1110 

Ugokasazu . 
M()1e l榊砂 even than the s如allow does tみe d切炉呵約

/ouch things withoi,t 1novh�g· them. 

Tombo ya, 

'fori no fumarenu 

Eda no saki. 
0 dragon-fly, you pe1ch on the tip of the 紗び1' wk成 加ッer

a bird can ttead I 

Stupidity of Dragon-flies 

Utsu-tsue no 

Saki ni tomarishi 

Ton1bo kana ! 

0 d1t1gon-jly I you l榊t 砂on the end of 加 Vグy sガck 如秘
匹hich one trles to strz'ke yon down I 

Tacl1i-kaeru 

Tombo tomaru 

Tsubute kana ! 
See I the d,-agonfly retルrns to pびCん 砂on the peb/;lヽ that

was thrown at it I 

註 I ・ 作者西洋。
2・ 作者太無。
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蜻 蛉 の か る さ

蓋 よ り

蜻 蛉 (! 物 も

動 か さ す l

蜻 蛉 や

鳥 の 踏 ま れ ぬ

枝 の 先 2

蜻 蛉 の 愚 鈍

打 つ 杖 の

先 に さ ま り し

さ ん ぼ か な 3

立 蹄 ろ

蜻 蛉 さ ま ろ

礫 か な曇

3・ 作者 頂瓢。
4・ 作者鵡白 。

ヘ_,,..._,, .... �""' 
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Dragon-flies and Spiders 

K11rno no su no 

Atari ni asobu 

Tombo kana ! 
.4.!J ;、' the poor dn1go1り紗， spor珈�I?' beside tんe �炒伍's 露o t

Sasagani 110 

.. .\mi no bazurete, 

To1nbo ]{ana ! 
Gooa.' d双-gon-jly ;-he has eぷtricated hintself fro1n the net 

{ f the spider I 

l{umo gaki mo 

Yaburu kihoi ya, 

Oni-to1nlJo. 
1加(}itgiん どもren the 紗ider's fence ん¢ んas fo1ce to bu1st ルis

四� !―0 the de11io11-d: 加'gVli可紗 ！

lieedless of Flowers 

Tombo ya ! 

Hana-no ni n10 n1e wa 

II osorasezt1. 
心， 幼e dragon灼 ・＇ 函n in the .,flower-field he neッer halj­

.. r.huts his eyes I 

� • ‘ヽ ,,,...、...,...._..__-.._,.....、,,.., ·'""'-� 

註 I ・ 作者 波音。
2. 作者参波。



ー 243 -

蜻 蛉 と 蜘 蛛

蜘 の 巣 の

あ た り に 遊 ぶ

蜻 蛉 か な 1

さ 如 が に の

網 な は づ れ て

さ ん ば か な 2

蜘 垣 も

破 ろ き ほ ひ や

鬼 こ ん ぽ 3

花 を顧みぬ ど

蜻 蛉 や

‘ 

花 野 に も 眼 は

網 ら 亡 す 曇

9、--一-..,-、
3· 作者雅勇。 類題骸旬明 治選所載。
4• 作者柳居。
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Tombo ya ! 

Ilana ni wa yorade, 

Ishi no ue. 

0 加 drogvnーか ・＇一h母less of 如弘/lowヽrs, he l ghts up吼 a
stone I 

Tombo ya ! 

Ilana naki kui ni 

Sumi•narai. 

Ah, the dragon灼 ! conたnt to dwell upon a加werless stake I 

Neta ushi no 

'fsuno ni hanarenu 

Ya1nma lcana ! 

0 g1eat dragon-jly ! will you never leave the horn of 'ヽhe
sleeping ox ? 

Kui no saki 

Nanika ajiwo 

·Tombo ka11a ? 

0 dragon灼 I wんat can _you be lasting on the top oj that 
.,,lどnee.stake ?

_, .. -...,,-_.. ,..,-....,,,, 

註 I ・ 作者湖J:堂。
2 ・ 作省柳居。
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蜻 蛉 や

花 に に 寄 ら で

石 の 上 1

蜻 蛉 や

花 無 き 杭 i こ

住 み な ら ひ 2

襄 t: 牛 の

角 に は な れ ね

ゃ ん ま か な a

杭 の 先

3・ 作者花鐘。
4・ 作者榮木。

何 か 昧 lt ふ

さ ん ぽ か な ‘
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Of course these co1npositions make but slight 

appeal to aesthetic sent iment : they are merely 

�urious, for the most part. But they help us to 

understand something of the soul of the elder Japan. 

The people who cottld find delight, century after 

century, in watching the ways of · insects, and in 

making such verses about them, must have compre­

bended, better than we, the simple pleasure ot exist-­

e11ce. They could not, indeed, describe the magic of 

nature as our great Western poets have done ; but 

they could feel the beauty of the world withottt its 

sorrow, and rejoice in that lJeauty, much after the 

n1anner of inqttisitive and happy children,. 

If they could have seen the dragon-fly as ,ve can 

see it, —if they could have looked at that elfish 1 head 

V\t"i th its jewelled ocelli ,2 its 1narvello11s compound 

eyes, its astonishing month, under the microscope, — 

how much more extraordinary would the creatu1·e 

have seemed to then1 ! . . .  ……And yet, though wise 

enough to have lost that fresh naive pleasure in 

natural observation which colors the worlc of these 

quaint poets, we are not so very n1uch wiser than 

they ,vere in regard to the real wonder of .. the insect 

We are a·ble only to estimate more accurately the 

itnmensity of our ignoran�e concer11ing it. Can we 
9へ／へ、�,.......,__

註 I. 此虞 で は diminutive さ い ふ意。

2. 皐敗形l1 ocellus。 複眼 に劉 し て いふ場合の罪．眼の 一 つ 、
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固 よ り の と 此等の作は 美的感念 に 訴 ふ る と こ ろ洵に僅

かで あ る 。 多 く は 、 珍 ら しい だ け の も の で あ る 。 然 し此

等 は 古 い 日 本の精神 を 幾分了解 す る に役に立つ。 幾懺紀

の 久 し き 、 昆虫 の 習慣 を 観察 し、 且つ そ れ に闘 ず る 斯ん

な 句 を 作 っ て 悦業 を 見 出 し得た此國民は 、 人生の輩純な

快業 を 我 々 よ り も 造か能 く 理解 して 居 る に相違無い。 彼

等は我 が 西洋の大詩人が 記述 し て 居 る や う に は 自 然 の 魔

力 を 記述 し得な かつた の で は あ る が 畜 そ の 悲哀無 しの現

泄界の美 を 感 じ 、 ま た物事 を 知 り たが る 幸輻 な 子供等の

や う に 畜 そ の美 を 喜び得た ので あ る 。

若 し彼等 日 本人 が 我 々 が 蜻蛉 を 見得 る 如 く に見得た な

ら ば―若 し彼等が賓石の や う な輩眼 を 持つた そ の小鬼

の如 き 頭や 、 そ の 驚嘆 すべ き 複眼や 、 そ の 不思議 な 口

を 、 顕微箋 の 下に 眺 め得 た な ら ば 、 こ の動物 は ど ん な

に か も つ と 異常 な も の に彼等 に思へた と で あ ら う ！ ……

… で も 、 我 々 は 賢 こ いが為に � 此等奇妙な 詩人 の作品 を

彩 ど る 自 然観察 1) あの生 ま な 初心（ う ぶ ） な 快業 を 得な か

っ た ので あ る が � 此の 虫 の買の驚異 に 就い て彼等 よ り も

左 う 大 し て 賢 く も 無い の で あ る 。 我 々 は唯 こ の 虫 に闘す

る 我 々 の無知 の 絶大 さ を 一層 精確に 評憤 し 得 る だ けで

あ る 。 蛸蛉の 複眼 に は 此肱界が ど ん な に 見 え る も の か 'I

の意の時 L あ り 、 複眼の facet の意の時 も あ り 。
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ever nope for a Natural llistory with colored plates 

that will sho\-v us how the world appears to the 

faceted1 eyes of a dragon-fly· ? 

V 

Catching dragon�flies has been for hundreds of 

years a favorite amusement of Japanese children. It 

begins ,vith the bot season, and lasts during the 

greater part of the autumn. There are many old 

poen1s about it, ―describing the recklessness2 of the 

little hunters. To-day, just as in other centuries, the 

excitement of the chase leads them into all sor ts of 

trouble :3 they tumble down etnbanlrments, and fall 

into ditches, and scratch and dirty1 themselves 1nost 

fearfully, —heedless of thorns or ·mud-holes or q uag­

mires, 5—heedless of heat, —heedless6 even of the 

dinner-hour : ― 

Meshi-dol{i mo 

Modori wasnrete, 

Tombo tsuri ! 

E切n at the hou1 of the noon-day 1neal they /01--get to 1i,turn 
honie, —珈 children ca砂ing dragon-flんs !

註 I . facet 複眼 の 一 小眼 ば り 。
2. reckless {1 devoid of caut ion, regardless of consequences, 

rash な り 。
3. vexation ; worry ; difficulties. 
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eれを我々 に示 して哭れる 彩色版饗のある 博物學書を手

にす る と を我々 はいつか希望 し得 る であ ら う か。

ョ

蛸蛉 を捕る と は幾百年 の間 日 本の兒童の 好き な妓業 と

な つて居る。 時 候が暑 く な ると 始 ま つて 、 秋の大部分の

間績 く 。 それに就い ての一ー小 さな 狩手 ど も の無思慮を

述べた古い詩が澤山 に あ る。 今 日 も 』 他の数世紀間 と 同 じ

にその追跡 の面白さが 兒童を 色 々 な難儀な 目 に會はす。

棘や泥穴や 沼を顧 みすに一暑 さ も 意 と せ す に一f即時

す ら思はすに＿一土手を 轄が り 落ちた 見 溝へは ま つた

り � 引つ掻いた り 、 非常 に身罷 を 汚 ご した り す る 。

仮 時 t

戻 り 忘 れ て

さ ん ぼ つ り ＇

,...__ .. 、...,-....,.,-.._

4. dirty 言ふ ま で も 無か ら んが此虞で に動詞。
5. fen, marsh, slough. 
6. heedless of—not concerning oneself about. 

7・ 作者は楽遊。
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Hadaka-go no 

Tombo tsuri-keri 
IIiru no tsuji 

TヵC 加ked cみild has been catching dragonflies at the road­
crossing, —heedless of the notn-sttn I 

But the most celebrated poem in relation to this 
amusement is of a touching character. It was 

\vritten by the famous female poet, Chiyo of Kaga, 

after the death of her little boy : ― 

Tombo-tsuri ! 

Kyo wa doko made 

Itta yara ! 
ヽヽ Catching drag()呵'Iles I • • • • • • . • •  I won必· where he 加s gone 

to-day / 

The verse is intended to suggest, not to express, 
the emotion of the mother. She sees children run­
ning after dragon-flies, and thinks of ber own dead 

boy who used to joi11 in the sport, —and so finds 

herself wondering, in presence of the infinite Mystery, 

what has become or· the little soul. Whither has it 

gone ? — in what sbadowy1 play does it no,v find 
delight ? 

Dragon-flies are · captured s01netimes with nets, 
s01netimes by means of bamboo rods smeared at the 

.......... -�..,,..._...._,,...._,..____,... 
誌 1.  ahostlike, ghostly さ い つ1:意味。
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裡 子 の

蜻 蛉 釣 り け り

賓 の 辻‘

然 し此の遊び に闘 して の最 も 有名な 句 は 人を感動ぜ し
め る 性質の も ので あ る。 これは加賀の 有名 な 女俳人 千代

が 畜 その小さな子 を 亡 く して か ら 作った も ので ある。

さ ん ぽ つ り

今 日 は 何 虚 ま で

行 っ 1こ や ら

此句は骨の感情を言明 はせ中 に 暗示するや う に した も

ので ある。 蜻蛉 を 追ひ走つて 居る多勢の 子 を 見る。 そ し
てその遊び を一所 に し よ つた 自 分 の 死んだ 子の ど を思

ふ。 そ して、 無限無窮の神秘へ出て行った、 あの子の霙
は ど うなったの か 知 ら と 怪 しむ 。 何虞へ行つ たので あ ら
う 。 あ の泄で ど んな遊び を して業 んで 居るのであ ら う

か 今は。

蜻蛉は時 には網で捕 り 畜 時 に はその先へ 鳥錆を塗つた

竹竿で捕り、 時 に は軽 い杖か 棒でた ＼ き 落と して も 捕 る 。

2・ 作者 は 闊夏。
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end with birdlime, sometimes ever1 by striking tbe1n 

down with a light stick or switch .1 'fhe use of a 

switch , however, is not commonly approved ; for the 

insect is thereby maimed, and to injure it unnecessari-­

Jy is thought to be unluclty, ―by reason , perhaps, of 

its supposed relation to the dead. A very successful 

method of dragon-fly-catching―practised chiefly in 

the Western provinces—is · to use a captured female 

dragon-fly as a decoy.2 One end of a long thread is 

fastened to the insect's tail, and the other end ot the 

thread to a flexible rod. By moving the rod in a 

particular way the female can be lcept circling on her 

wings at the full length of the thread ; and a male is 

soon attracted . As soon as he clings to the female, a 

slight jerk of the rod will bring both insects into the 

angler's hand. \Vitb a single female for lure, it is 

easy to capture eight or ten 1nales in successio11 .  

During these dragon-fly hunts the children 

usually sing little songs, inviting the insect to 

approach. 1'here are n1any such dragon-fly songs ; 

and they differ according to province. 1\n Izumo 

song of this class contains a curious allusion to the 

traditional conquest of Korea3 in the third century by 

the armies of the Empress Jingo ; the male dragon.fly 

being thus addressed : ―" Thou, the male, King of 

註 I . Small flexible rod. 
2. tempter, bait, enticement. 
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棒切れ を 使ふ と は 畜 然 し 、 是認さ れて居 ら ぬ。 虫の身開に

傷が つ く か らで、 不必要に傷め る と は 不吉な事だ と 考へ

ら れて居 る からである。 多分。 死者に縁の あるもの と 想

像されて居るが 為めであ ら う 。 蛸蛉捕の一一主 と して西

部諸國で行はれて 居る 一一頗 る 有妓な方法は 畜 捕つた雌

の蜻蛉を囮 に遣ふ法であ る。 長い糸の 一端に雌の尾 を結

び付け 畜 その糸の他の一端 を 曲り易い竿の先へ 結びつ け

る。 その竿を或る特別な振りやう をし て振 り 廻す と 、 雌は

糸 ーパ イ の長さ で牙れ を立て い いつ も 飛 び廻つて居 る 。 そ

して雄が直 ぐ と 惹 き 寄せられ る 。 そ れが雌へつかまる と ｀

す ぐ そ の竿を軽 く しや く る と 、 二匹 と も 釣手 の手中へは

い る 。 雌一匹を囮 に し て績け さ ま に 八匹十匹の雄 を 捕 る

は容易 な事 で あ る。

こ の蜻蛉狩 を して居 る 間 に子供は 畜 蜻蛉を呼び寄 せの

短い歌を普通歌ふ。 そ んな歌は随分に あ る 。 そ して地方

に よつて 異ふ。 此種類の歌で出雲でう たふのは 畜 第三世

紀に 、 紳功皇后の軍勢が朝鮮を 征服 した と いふ俺説に 奇

妙に も 闘係の あ る も のであ る 。 雄し蛸蛉 を斯 う 呼びかけ

る の であ る。 一一

『 こな、 男将（ ヲ ン ジ ョ ）高麗（ カ ウ ラ イ 入 ー一東（ ア ヅ
� 、、／ .�· 

3· 文字通 り で に 、 得説的 な 朝鮮征服。
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Korea, art not ashamed to Bee from the Queen of the 
Bast ? " In Tokyo to-day the little dragon-fly 

hunters usually si ng the following : — 

Tombo ! tombo ! 
0--tomari ! ― 

Ashita no ichi ni, 
Shiokara kote, 

Neburasho.1 
Dra>,cn-fly ! dragon伶 I ん no四物 ,zvaiJ I—to-m゜rrow at 

厖 market I will buy some shioka幻 畑 d let you lick it ! 

Children also _find amusement in catching tbe 

larva of the dragon-fly. 'fhis larva has many 

popular names ; but is 11sua]ly ca lled in Tokyo taiko­

mushi, or " drum-insect," beca11se it moves its 
forelegs in the water somewhat as a man 111oves bis 
ar1ns while play·ing upon a drum. 

A most extraordinary device for catching 

dragon-flies is used by the children of the province of 

Kii . They get a long hair, —a. woman's hair, ―and 
attach a very small pebbl�,. to each end ,of it, so as to 
form a miniature " bolas2 "' ; and this they sling high 

into the air. A dragon-fly pounces upon the passing 
object ; but the mo1nent that he seizes it, the hair 

...._,,.. 

註 I. 此歌 は 土佐 , : て 歌は ろ ヽ 由 聞 知 し 然 か く 認 め し ＇•し 先生 は
東京 に '( � さ れ t: り 。 東京 に て 歌 は る > ゃ 否 や 繹 註者 之
な知 ら す。
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マ）の女頭（ メ ト ウ ）に一一負 け て 逃げ る は一一恥ぢや無

い かや』

東京では現今蜻蛉の小撒者は 普通次の歌 を う たふ。

と ん ぼ ！ と んぼ ！

お泊 り ！

明 日 （ ア シ タ ）の市に

しほ か ら 買 う て

ねぶ ら し よ ！

子供は ま た蜻蛉の幼虫 を 捕へて面白が る 。 こ の幼虫の

普通名 は澤山 に あ る 。 東京 では 通常 タ イ コ ム シ即 ち太鼓

虫 と 呼ん で居 る 。 水の 中 で そ の前足 を動かす有様が ＂ 人

間が太鼓を た L く 折の 腕の動 か しや う に似て居 る か ら で

あ る 。

蜻蛉 を 捕 る 頗 る珍 ら しい工夫は 紀伊の 國 の 子供がや る

方法で あ る 。 長い 髪毛 を ―女 の髪毛を 一ー一本貰 つて

来て 、 そ の雨端へ非常 に小 さ な 小石 を く つつ け て 、 小 さ

な小 さ な ボオ ラ ス の や う な も の を 造 る 。 そ して 之 を 空

高 く 投上げ る 。 蜻蛉は 自分の前 を す い と 通つ て行 く 此物

へ飛びか し つ て 来 る 。 が、 そ れ を 掴む が 早い か、 そ の髪
ヽ‘

2・ 南 来 の 土人が武器及び狩服 具 こ し て 用 ひ ろ い の 。 丈 夫な
綱の雨端に 石又は 金園 の球を つ け 、 敵に投げ か げ て 身罷
に 捲 き つ かす も の。
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twists round his body, and the weight of the pebbles 

brings bin1 to the ground. I wonder w bether this 

method of bolassiug dragon-flies is known anywhere 

outs.ide of1 Japan. 

誌 1 . ptepositional phrase な る し 言ふ ま で も 無 L 。 in 反蜀な り 。
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毛が身罷へ捲 き ついて 、 小石の重 さ で地上へ落ち る 。 蛸

蛉 を ボオ ラ ス で捕る 此手段 を 日 本外の 何鹿かで用 ひ て居

る か ど う か 自 分は怪 しむ。2

-�--、 、-

2. wonder は「知 ら 」 な り 。 I wonder whether he will come. lt、
あれ は やつて 来 ろ か知 ら 、 な り 。




